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我々は、再処理施設における水素爆発事故時の安全評価に用いる放射性溶液貯槽から排気系への放射性核種

の移行率（ARF）の設定精度向上のために試験を実施している。本報告では、これまでに得た結果の整理と

課題について報告する。 
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1. 緒言 

これまで NUREG[1]と類似の加圧試験や水素爆発試験にて生

じる気相へのミスト移行率のパラメータ依存性等を報告してき

た。本報告では、これまでに実施してきた環状容器での水素爆

発試験、小型容器での加圧試験および小型容器での水素爆発試

験から得た結果について整理し、今後の課題について報告する。 
2. これまでに実施した試験から得た結果 
2-1. 環状容器での水素爆発試験 

Pu 濃縮液貯槽の気相部を模擬した装置で実験することによ

り実機に近い条件でのパラメータを取得することを目的として

実施した。図 1 に環状容器での水素爆発試験の ARF と圧力の関

係を示す。この実験では ARF と圧力に明確な関係性は見られな

かった。 
2-2. 小型容器での加圧試験 

 NUREG の再現実験により ARF へ影響を与えるパラメータ

の調査と、NUREG の結果を再処理施設の水素爆発の評価に適

用することへの課題の確認を目的として実施した。図 2 に小型

容器での加圧試験の ARF と圧力の関係を示す。この実験によ

り、圧力が大きくなるにつれて ARF は増加することを確認し

た。また、加圧試験特有の結果として、圧力保持時間が長くな

るほど ARF が増加することも確認した。 
2-3. 小型容器での水素爆発試験 

試験容器形状の影響を取り除いた上で、加圧と爆発の液飛散

メカニズムを比較することを目的として実施した。図 3 に小型

容器での水素爆発試験の ARF と圧力の関係を示す。この実験で

も圧力が大きくなるにつれて ARF は増加することを確認した

が、加圧試験ほど顕著な増加は見られなかった。 
3. 今後の課題 

これまでに「圧力」、「保持時間」、「溶液高さ」等をパラメータ

とした実験結果を取得し、加圧試験については、一瞬で進行す

る水素爆発に適用するには保持時間に関するパラメータを追加

取得し、検討することが課題であることを確認した。また、環

状容器での水素爆発試験と加圧試験との比較により、加圧と爆

発では液飛散メカニズムが異なる可能性が示唆されたが、環状

容器と小型容器は装置形状が大きく異なるため、装置形状の依

存性の確認が課題となった。このため、小型容器での水素爆発

試験を実施したが、飛散メカニズムの解明には飛散液滴の粒径

も計測する必要が生じたため、追加の小型容器での水素爆発試

験を計画し、実施しており、その結果については次報（11）に示す。 
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図 2 小型容器での加圧試験の 
ARF と圧力の関係 
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図 3 小型容器での水素爆発試験の 
ARF と圧力の関係 
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図 1 環状容器での水素爆発試験の 
ARF と圧力の関係 
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